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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
い
わ
ゆ
る
諭
旨
免
職
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
諭
旨
免
職
と
は
、
一
般
に
、
重
大
な
非
違
行
為
を
行
っ
た
職
員
を
諭
し
、
当
該
職
員
に
辞
職
の
申
出
を
求
め
こ

れ
を
承
認
す
る
と
い
う
一
連
の
行
為
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
及
び
人

事
院
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
用
語
で
は
な
く
、
国
家
公
務
員
制
度
上
は
、
人
事
院
規
則
八
－
一
二
（
職
員
の
任
免
）
第
七

十
三
条
の
規
定
に
よ
る
職
員
か
ら
の
申
出
に
よ
る
辞
職
の
承
認
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
は
、
職
員
に
懲
戒
事
由
に
該
当
す
る
非
違
行
為
が
あ
る
場
合
に
任

命
権
者
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
懲
戒
処
分
を
行
う
か
ど
う
か
は
、
任
命
権
者
に
お
い
て
、
事
実
関
係
を
十
分
に
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
当
該
非
違
行
為
の
動
機
、
態
様
、
結
果
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
経

済
産
業
省
と
し
て
は
、
前
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
総
務
課
企
画
室
長
（
以
下
「
前
企
画
室
長
」
と
い
う
。
）
の
辞
職
を
承
認

し
た
当
時
、
前
企
画
室
長
は
罪
を
犯
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
株
取
引
に
係
る
資
金
は
既
に
返
還
さ
れ

て
い
た
こ
と
等
を
勘
案
し
、
懲
戒
処
分
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
企
画
室
長
が
受
け
取
っ
た
退
職
手
当
は
、

本
人
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
本
年
六
月
三
十
日
に
返
還
さ
れ
て
い
る
。

一



お
尋
ね
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
告
発
を
行
う
に
足
り
る
程
度
の
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
捜
査
当

局
が
既
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
産
業
省
と
し
て
告
発
を
行
う
予
定
は
な
い
。

経
済
産
業
省
は
、
か
ね
て
か
ら
、
捜
査
当
局
よ
り
捜
査
上
の
秘
密
の
保
持
の
要
請
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
前
企
画
室

長
の
辞
職
を
承
認
し
た
本
年
六
月
六
日
の
段
階
で
は
、
お
尋
ね
の
事
案
に
関
す
る
事
実
関
係
（
以
下
「
本
件
事
実
関
係
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
内
部
調
査
を
実
施
で
き
ず
、
全
体
像
を
十
分
に
把
握
で
き
ず
に
い
た
。
こ

の
た
め
、
直
ち
に
経
済
産
業
大
臣
に
本
件
事
実
関
係
を
報
告
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
公
表
も
差
し
控
え
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
内
部
調
査
に
よ
り
あ
る
程
度
の
全
体
像
を
把
握
し
、
関
係
者
の
処
分
案
を
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
六
月
二
十
二

日
、
本
件
事
実
関
係
の
概
要
を
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
、
当
該
処
分
案
に
つ
い
て
了
承
を
得
る
と
と
も
に
、
翌
二
十
三
日
、

そ
の
公
表
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
経
済
産
業
省
の
対
応
の
う
ち
、
前
企
画
室
長
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
諸
般
の
事

情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
決
定
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
経
済
産
業
大
臣
へ
の
本
件
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
が
遅
れ

た
点
に
つ
い
て
は
、
適
切
さ
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
本
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
、
経
済
産
業
大
臣
が
経
済
産
業
事

務
次
官
及
び
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
長
に
対
し
て
訓
告
処
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



二
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
諭
旨
免
職
は
、
人
事
記
録
上
、
職
員
自
身
の
都
合
に
よ
る
辞
職
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、

全
府
省
庁
に
お
け
る
実
態
を
調
査
し
、
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


